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並河 良典
数理解析研究所長

研 究 所 紹 介

　数理解析研究所は数学・数理科学の総合的研究

を行う研究所です。昭和38（1963）年の設立以後、

半世紀を超える研究活動の成果から、数学・数理科

学分野における世界の代表的研究所の一つとして認

知されています。数学は、いうまでもなく人類の文明

の最深部に位置して科学全体の基盤をなしている重

要な基礎的学問分野です。具体的な事物を離れ思惟

の中で育まれた数学的思想によって、現実の世界の

構造を深く美しく捉えることができるという事実は、

数学という学問の不思議さであると同時に、数学に深

い存在理由を与えるものです。

　現代では、数学は、数多くの科学や技術を支える

基幹的な役割を担っており、特に21世紀に入って以

後は、社会・産業の変化、コンピュータとネットワーク

の発展、蓄積され続ける巨大データ群のなかで、新し

い発想を生み、基礎づけ、実現へ導くものとして、直

接的な重要さを増しています1。純粋に数学上の価値

観に基づいた数学の研究と、数学の諸科学への応用

は数学の発展を支える両輪です。純粋な数学には視

点を根底から変える強い力があり、そのような純粋数

学が数学の深く広い一般性・統合性を拓き築いてき

たという歴史があります。一方、数学の応用は、数学

に内在する新たな可能性を呼び起こし、数学そのも

のの探求に多様な価値観からの動機づけを与える役

割を果たしてきました。純粋な数学の探究と数学の応

用とは、樹木の深い根と多数の枝葉の関係にあり、一

方だけでは成り立たず、両者が互いに支え合うことに

よってのみ、数学全体の発展が導かれます。

　数理解析研究所は設立以来、数学・数理科学の総

合的な研究所として、純粋な数学上の価値観に基づ

く研究と、諸科学への数学の応用研究を総合的に推

進することを使命としています。数理解析研究所の活

動には三つの柱があります。一つ目は所員の研究で

す。半世紀を超える歴史を通じて数理解析研究所は

多くの世界的業績を生み出してきました。研究所の所

員（定員内所員）は約40名、研究組織は基礎数理、

無限解析、応用数理の３大部門および計算機構研究

施設として編成し、数学・数理科学の最先端の研究

状況に対応する柔軟な運営を行っています。また「次

世代幾何学研究センター」2を設置して新しい幾何学

の創造を目指す研究力を強化するとともに、「数理解

析研究交流センター」「数学連携センター」を設置し

て広範な科学分野との協働を推進しています。若手

研究者を大切にすることや静謐な環境を保つことな

ど、研究に集中できる優れた研究環境の整備は、研

究所設立以来の一貫した運営方針となっています。

　二つ目の柱は、広く数学者・数理科学者の研究に

資することを目的とする共同利用事業の実施です。数

理解析研究所は、設立以来全国共同利用研究所と

して、平成22（2010）年度からは共同利用・共同研

究拠点として、全国の数学・数理科学の研究者の協

力を得て、RIMS共同研究など毎年約80件の拠点事

業を開催し、参加者は毎年約4000人（うち外国人約

300人）に上っています。これらの拠点事業の報告集

である数理解析研究所講究録は半世紀の間に2000

巻超、年間のアクセス数は104万PV（3割程度は海外

から）を超えるなど、高い閲覧数を得ています。これら

の拠点事業には英語を公用語とするものも多くありま

したが、さらに平成30（2018）年11月からは「国際

共同利用・共同研究拠点」として、従来の事業を拡大

し、国際公募、国際共同研究支援種目設置、大型国

際共同研究である「訪問滞在型研究」の開始など、

拠点事業の国際化を推進しています。特に訪問滞在

型研究では、特定の研究テーマを設定して、研究員

雇用などを組み合わせ、多くの世界的有力研究者の

中長期滞在を核とする一連の共同研究によって研究

の進展を図っています。また個人規模の国際共同研

究を支援する種目や女性研究者の参画する種目も新

設し、通年募集を行って、全国の若手研究者や女性

研究者の研究を支援する枠組みを整備するなど、我

が国の広汎な数学・数理科学研究を支える役割を担

うべく努力を続けています。

　三つ目の柱は、大学院教育です3。数理解析研究所

は昭和50（1975）年以来、大学院教育を実施してお

り、現在は毎年、修士課程10人、博士課程10人の定

員で大学院生を受け入れて、研究者育成を目指してセ

ミナー中心の教育が行われています。卓越した研究

者の指導のもと、共同利用事業によって日常的に多

数の有力外国人研究者の訪問・共同研究が行われる

環境の中での大学院教育は、数理解析研究所の大き

な特徴の一つとなっており、これまでに多くの優れた

若手研究者を輩出しています。

　数理解析研究所の活動において、所員の研究、共

同利用事業、大学院教育の３つの柱は、別々のもの

ではなく互いが互いを強めあう三位一体のものであ

り、この有機的な組み合わせは研究所の発展にとっ

て極めて重要なものと考えています。現実的な面で言

えば、数理解析研究所の課題の一つは、活動の多様

さに見合う建物スペースをまとまった形で確保するこ

とであり、その実現に向けての努力は今後も継続する

ことが必要です。数学・数理科学分野では、優れた研

究者と議論しかつ静かに思索できる良い研究環境4を

提供することが研究所の役割です。21世紀の数学・

数理科学の発展が本研究所から生み出されるべく、

所員一同、今後もより一層の努力を積み重ねていく所

存です。今後ともご支援をお願いいたします。

脚注

1．�第５期科学技術基本計画（H28-H32）において数理科学は

「基盤技術を支える横断的な科学技術」と位置付けられてい

ます。

2．�「次世代幾何学研究センター」は、 これまでの活動に加えて

国際情報発信や多様な人材育成も進める「次世代幾何学国際

センター」に令和4（2022）年5月に拡充されました。

3．�大学院教育では理学研究科数学教室と共同で数学・数理科学

グローバルコース事業を行っています。

4．�多様な人材の研究活動の環境づくりの一つの施策として、令和3

（2021）年に行動規範を策定しました。

研究所紹介ビデオ
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組 　 　 織

所長、教授及びその他若干名の京都大学教授より構成され、本研究所の重要事
項を審議、決定する。副 所 長

所　長 協 議 員 会

教授及び京都大学内外からの推薦
に基づく研究者で構成される。数
理解析研究所の運営に関する重要
事項について所長の諮問に応じる。

運営委員会

国際的な数学・数理科学分野の動向を詳細に把握する学識経験者のうちから、
所長が委嘱する。
所長の求めに応じ、本研究所の運営及び共同利用研究に関し、助言を行う。

国際アドバイザー

教授、准教授、講師及び京都大学
内外からの推薦に基づく研究者で
構成され、共同利用に関する事項
を審議する。

専門委員会

所長及び教授より構成され、所内
の重要事項等を審議、検討する。

教 授 会 各種委員会

研 究 部 門 基礎数理研究部門

無限解析研究部門

応用数理研究部門

附 属 施 設 計算機構研究施設

数理解析研究交流センター（所内措置）

数 学 連 携 セ ン タ ー（所内措置）

次世代幾何学国際センター（所内措置）

事 務 部 総 務 掛

共同利用掛
事 務 長

図 書 掛

研究部事務室（含む、国際研究支援室）

区　分 教　授 准教授 講　師 助　教 計 特定研究員 事務職員 技術職員 合　計

基礎数理研究部門 5 2 1 4 12 12
無限解析研究部門 5 4 5（特定1） 14（特定1） 14（特定1）
応用数理研究部門 3 6 2 3 14 14
計算機構研究施設 1 1 2 3

事務部 11 11
その他 3 3
合　計 13 13 3 12（特定1） 41（特定1） 3 11 2 57（特定1）

（特定）は内数� 2026年６月１日現在

　数理解析研究所は、数理科学の研究を促進し、教育、研究発表、議論、情報交換を通じて国内外の当該研究を推進
する場である。そのためには、数理解析研究所の構成員（所員、研究員、大学院生、職員等）および来訪者が多様性を受
け入れ、差別やハラスメントを排除し、職業倫理に基づいた態度で行動することが求められる。
　数理解析研究所は、全ての人を人種、国籍、性別、年齢、宗教、健康状態や障がいの有無、性的指向、性自認、婚姻状
況、家庭環境や経済状況の違いなどにかかわらず公平に扱う。
　ハラスメントは個人の尊厳を傷つける行為であり、いかなる形でも許されない。構成員および来訪者は、ハラスメントの
加害者、傍観者にならないよう常に心掛け、お互いを対等な他者として尊重することで、職業倫理に満ちた平等で多様性
のある環境を生み出すことを心掛ける。

ハラスメントの定義や例については、「京都大学におけるハラスメントの防止と対応について」を参照のこと。
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/foundation/human-rights/harassment

■京都大学におけるハラスメントの防止と対応について（冊子）
https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/inline-files/2604-Harrassment-Booklet-JP-05b58d431810b8789c3b449f78f8342c.pdf

■相談窓口
https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/inline-files/harass.j-20260401-95df922bc32080261eb2222623902d04.pdf

■京都大学におけるハラスメントの防止等に関する規程
https://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00000993.html

■京都大学におけるハラスメントの防止等に関する規程の運用について
https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/inline-files/2410-harassment-tuuchi-8e4a906a893c0be68908db8b515017b7.pdf

■学域・学系制導入に伴う各部局における懲戒の流れについて
https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/inline-files/harasschokai_nagare202010-748a294a7acf0c98fedd437a9387d494.pdf

■妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメントとなり得る言動例について
https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/embed/jaaboutfoundationhuman_rightsharassmentdocuments2016gendourei.pdf

京都大学における
ハラスメントの防止
と 対 応 に つ い て

「京都大学におけるハラスメントの防止と対応について」
発行日：令和8年 4月 1日　　発行：京都大学

京　都　大　学

　教育・研究・医療を使命とする京都大学では、多くの人間が様々な関係を
形成しています。そこでの修学・就労は、これに関わるすべての者にとって
快適で有意義なものでなければなりません。しかしながら、指導する者と指
導される者、指示する者と指示される者という関係は、時として、不適切な
権力関係と化し、修学・就労を妨害するだけでなく、被害者の人格を著しく
傷つけることがあります。また、性的な欲求や関心に基づく行動が、相手の
修学・就労の環境を害し、あるいは、その人格を著しく傷つけることもあり
ます。
　京都大学は、このようなハラスメント行為が生じないよう適切な措置を講
じるとともに、万が一そのような事態が生じた場合には、迅速に事態が改善
されるよう、最大限の努力をするものです。京都大学に関わるすべての人が、
一個の人間として尊重され、それぞれの立場から教育・研究・医療の活動に
打ち込めるようにしたいと考えています。

この冊子の内容に関するご意見やご要望は、下記までお寄せください。
コンプライアンス部人権室 Tel. 075-753-2190
E-mail : 830jinken@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

京都大学におけるハラスメントの防止と対応について 啓発ポスター

行 動 規 範
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0706
無 限 解 析 研 究 部 門

分野／�無限次元解析、無限対称性、�
大域解析、幾何構造、確率構造 等

研究者紹介

　数理科学の重要な研究課題となるであろう自
由度無限大の系の解析を目標とし、量子物理､統
計物理学等の発展を取り入れ､同時にそれらに統
一的かつ厳密な数学的基礎付けを与えることを
目指す｡

教　授 玉川 安騎男（整数論・数論幾何学）

教　授 望月　新一（数論幾何・遠アーベル幾何）

教　授 並河　良典（代数幾何学）

教　授 緒方　芳子（数理物理学）

教　授 尾髙　悠志（代数学・幾何学／代数幾何学）

准教授 竹広　真一（地球流体力学）

准教授 星　裕一郎（数論幾何学）

准教授 Croydon, David（確率論）
准教授 梶野　直孝（確率論）

助　教 Helmke, Stefan（代数幾何学）
助　教 大浦　拓哉（数値解析）

助　教 金 城　　 翼（代数幾何学）

助　教 渡辺　聡美（確率論）

特定助教 澤田 晃一郎（数論幾何学）

多様体の幾何

ゲージ理論・
シンプレクティック幾何

ラプラシアン・
熱方程式

ルート系 作用素環論

スペクトル幾何ゲージ群

確率構造
確率論の研究

無限次元解析
無限次元空間の解析の研究

無限対称性
無限次元リー環の研究

幾何構造
複素幾何の研究

大域解析
空間の特性類の研究

経路積分無限次元リー群

共同研究
外国人客員・国内客員

基 礎 数 理 研 究 部 門

分野／�整数論、代数幾何学、位相幾何学、�
代数解析学、計算機構論 等

研究者紹介

　数学の基礎となる数の体系、空間および函数
の構造、計算と思考の法則等を研究し、数学およ
びその応用の多様な発展を促進するとともに、そ
れらに確たる研究の基礎を与えることを目指す。

教　授 大槻　知忠（位相幾何学）

教　授 小 野　　 薫（幾何学／位相幾何学・微分幾何学）

教　授 望月　拓郎（微分幾何学・代数幾何学）

教　授 中西　賢次（偏微分方程式・関数解析・調和解析）

教　授 入 江　　 慶（微分幾何学・位相幾何学）

准教授 中 山　　 昇（代数幾何学）

准教授 桑 垣　　 樹（幾何学／微分幾何学・代数解析学・数理物理学）

講　師 山 下　　 剛（数論幾何）

助　教 石川　勝巳（位相幾何学）

助　教 辻村　昇太（数論幾何）

助　教 宮 澤　　 仁（微分幾何学・位相幾何学）

助　教 荒川　研資（ホモトピー論・圏論）

数論幾何

結び目理論

ベクトル束・モジュライ暗号理論・乱数理論

符号理論・グレブナー基底エタール位相・遠アーベル幾何

代数幾何学
代数方程式系の研究

基礎代数解析学
関数の満たす方程式系の研究

共同研究
外国人客員・国内客員

整数論
ガロア群とその表現の研究

計算機構
ソフトウェアの基礎理論の研究

位相幾何学
空間とその不変量の研究

ホッジ理論ラングランズプログラム
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計 算 機 構 研 究 施 設

　理論的成果に基づいた先端的ソフトウェア技
術の研究開発を行っている。

研究者紹介

　コンピュータシステムは専任の技術職員によって管理・保守されていることもあって極めて安定なシステムとなってい
る。本研究所に来訪する海外からの研究者の数は年間300名以上にものぼるが、こうした来訪者からもコンピュータシス
テムの信頼性は称賛されている。
　設置している科学技術計算用高速計算機は、18ノードからなる並列計算機で、216個のcoreで構成されている。流体
力学等の応用数学の問題に使用され、次 と々新しい成果を挙げている。（図1は2次元乱流）
　高性能ワークステーションは、コンピュータ・サイエンスの基礎的研究にも使用され、コンピューテーションに関する新
しい理論や、理論を応用した最先端のソフトウェアが数多く生み出されてきた。（図2は相互作用の幾何を用いたプログラ
ムの実装）

施設長（併任） 牧野　和久（離散最適化、アルゴリズムの研究）

准教授 照井　一成（数理論理学・理論計算機科学）

図1 図 2

応 用 数 理 研 究 部 門

分野／�微分方程式論、数理物理学、�
離散システム、大規模計算、複雑系 等

　自然科学､工学､社会科学等､数学に関連する
諸科学との交流を通じて､そこに現われる数学的
課題を対象として研究を行い､その研究成果を関
連諸科学の発展のために還元することを目指す｡

教　授 長谷川 真人（理論計算機科学・ソフトウェア科学）

教　授 小澤　登高（作用素環論・離散群論）

教　授 牧野　和久（離散数学・最適化・アルゴリズム論）

准教授 川北　真之（代数幾何学）

准教授 小林　佑輔（離散数学・最適化・アルゴリズム論）

准教授 河村　彰星（計算論）

准教授 磯野　優介（作用素環論・エルゴード理論）

准教授 FABRE SEHNEM, Camila（解析学）
准教授 疋田　辰之（幾何学的表現論）

講　師 岸 本　　 展（非線形偏微分方程式）

講　師 上田　福大（数論幾何・ガロア表現）

助　教 藤 田　　 遼（表現論）

助　教 郡　茉友子（圏論・束論的不動点理論）

助　教 GALAL,Zeinab（理論計算機科学）

可視化

格子モデル

大規模計算
大規模計算の数理的研究

複雑系
自由度が大きく

強い相互作用をもつ系の研究

セル力学系

離散システム
離散システムの
数理的構造の研究

微分方程式論
微分方程式と
解の構造の研究

数理物理系
物理系の

数学的構造の研究

大規模構造計算

シュレーディンガー方程式
およびファインマン積分

流体力学 非線形問題

乱流現象

差分方程式

共同研究
外国人客員・国内客員

研究者紹介
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所 員 の 受 賞

賞名 受賞者
フィールズ賞 廣中　 平祏（1970＊） 森　　 重文（1990）
アーベル賞 柏原　 正樹（2025）
ガウス賞 伊藤　 　清（2006）
チャーン賞 柏原　 正樹（2018）
生存者叙勲 瑞宝重光章 柏原　 正樹（2020）
文化勲章 廣中　 平祏（1975）　 伊藤　 　清（2008）　 森　　 重文（2021）

文化功労者 廣中　 平祏（1975）
伊藤　 　清（2003）　

佐藤　 幹夫（1984）　 森　　 重文（1990）

紫綬褒章 緒方　 芳子（2025）　
日本学士院恩賜賞 伊藤　 　清（1978）

日本学士院賞 
廣中　 平祏（1970＊）
森　　 重文（1990）
中島　 　啓（2014）

佐藤　 幹夫（1976）
伊原 　康隆（1998）

柏原　 正樹（1988）
望月　 拓郎（2011）

日本学士院学術奨励賞 望月　 新一（2004） 望月　 拓郎（2009） 入江　　 慶（2023）

日本学術振興会賞

望月　 新一（2004）　
大槻　 知忠（2007）　
熊谷　　 隆（2011）　
入江　　 慶（2023）

中島　 　啓（2005＊）
望月　 拓郎（2009）　
中西　 賢次（2012＊）

小林　 俊行（2006）
小澤　 登高（2009＊）
尾髙　 悠志（2020）

日本数学会賞
（彌永賞、春季賞、秋季賞）

伊原　 康隆（1973＊）
森　 　重文（1983＊, 1988＊）
神保　 道夫（1987）　
向井　 　茂（1995＊）
古田　 幹雄（1998）　
有木　 　進（2003）　
望月　 拓郎（2006＊）　
荒川　 知幸（2017）
入江　　 慶（2023）

河合 　隆裕（1977）　

齋藤　 盛彦（1991）　
望月　 新一（1997）　
中島　 　啓（2000＊）
熊谷　 　隆（2004）　
中西　 賢次（2007＊）
尾髙　 悠志（2020）

柏原　 正樹（1981）
三輪　 哲二（1987）
楠岡　 成雄（1993＊）
玉川 安騎男（1997）
大槻　 知忠（2003）　
小野　　 薫（2005＊）
小澤　 登高（2009＊）
緒方　 芳子（2022＊）

ウルフ賞 伊藤　 　清（1987）　 佐藤　 幹夫（2003）

朝日賞
伊藤　 　清（1977） 
荒木 不二洋（1996）　
望月　 拓郎（2021）

柏原　 正樹 ・ 河合 　隆裕（1987）
三輪 　哲二（1999）　　　　中島　　 啓（2016）
緒方　 芳子（2024）

京都賞 伊藤　 　清（1998）　 柏原　 正樹（2018）

科学技術分野の文部科学大臣表彰
若手科学者賞

岩田 　　覚（2007）　
荒川　 知幸（2008＊）
川北　 真之（2009） 
小林　 佑輔（2020） 
桑垣　 　樹（2024）

中西　 賢次（2007＊）
小澤　 登高（2008＊）
福島　 竜輝（2016） 
石本　 健太（2021） 
疋田　 辰之（2026）

長谷川 真人（2008）
牧野　 和久（2008＊）
河村　 彰星（2019＊）
入江　　 慶（2022）

科学技術分野の文部科学大臣表彰
科学技術賞

荒川　 知幸（2019） 
大槻　 知忠（2023）

小澤　 登高（2021） 
緒方　 芳子（2024）

牧野　 和久（2022）

猿橋賞 緒方　 芳子（2024）
羽ばたく女性研究者賞

（マリア・スクウォドフスカ＝キュリー賞） 山下 真由子（2022）

マリアム・ミルザハニ・ニューフロンティア賞 山下 真由子（2023＊）
ブレークスルー賞 望月　 拓郎（2021）

その他の受賞

アメリカ数学会コール賞＊、石川賞、井上学術賞、井上研究奨励賞、応用数理学会論
文賞、大阪科学賞、岸本奨励賞、情報処理学会山下記念研究賞、京都府文化賞特別功
労賞、中日文化賞＊、仁科記念賞、日本ＩＢＭ科学賞、日本オペレーションズリサー
チ学会文献賞、日本オペレーションズリサーチ学会事例研究賞、日本ソフトウェア
科学会高橋奨励賞、パリ保険連盟科学賞、ファルカーソン賞、藤原賞、Frontiers of 
Science Award、Basic Science Lifetime Award、ポアンカレ賞、松永賞、流体科
学研究賞、The Rolf Schock Prizes、フンボルト研究賞、湯川・朝永奨励賞、日本
数学会解析学賞、日本数学会幾何学賞、日本数学会代数学賞、日本数学会賞建部賢弘
賞、日本数学会賞小平邦彦賞、IUT Innovator賞 等

数 理 解 析 研 究 交 流 セ ン タ ー

数 学 連 携 セ ン タ ー

次 世 代 幾 何 学 国 際 セ ン タ ー

　国内外の優れた研究者に共同研究を実施
する環境を提供し研究交流を推進するため、
2012年4月に旧数理解析先端研究センターを
基礎として発足した。特任教員は有給または無
給とし、所員に準じた研究環境で、2～3ヶ月か
ら5年の任期の間、所員との連携のもと、研究
に従事する。

　他の学術諸分野や企業との連携研究を行う
ために2013年5月に設置された。数学の応用を
目指す。

　広く次世代の幾何学の研究を推進し、新しい
数学の国際的認知度向上のために研究成果を
広く世界に向け情報発信するとともに、国内外
の若手研究者など多様な人材の育成を行うた
めに、2022年4月に設置された。

研究者紹介

研究者紹介

研究者紹介

センター長（併任） 望月　 新一 （数論幾何・遠アーベル幾何）

副センター長（併任） 玉川 安騎男 （整数論・数論幾何学）

特任教授 柏原　 正樹 （代数解析学）

特任教授 森　　 重文 （代数解析学）

特任教授 中島　　 啓 （幾何学・表現論）

特任教授 荒川　 知幸 （表現論）

特任講師 Ya n g , Yu （数論幾何学）

特任講師 南出　　 新 （数論幾何学）

特任助教 澤田 晃一郎 （数論幾何学）

教員（併任）教授 11、准教授 1、講師 1、助教 1

特任教授 向井　　 茂 教　授（併任） 小澤　 登高
特任教授 山田　 道夫 教　授（併任） 並河　 良典 
特任教授 藤原　 耕二 教　授（併任） 望月　 拓郎
特任教授 熊谷　 　隆 准教授（併任） 竹広　 真一
特任教授 大木谷 耕司 准教授（併任） 梶野　 直孝
特任准教授 川ノ上　 帆

センター長（併任）　並河　 良典

特任教授 國府　 寛司 教　授（併任） 大槻　 知忠
特任教授 坂上　 貴之 教　授（併任） 牧野　 和久
特任教授 平岡　 裕章 准教授（併任） 竹広　 真一
特任教授 Halldórsson, Magnús Már

特任講師 井出　陽子

フィールズ賞受賞メダル ガウス賞受賞メダル チャーン賞受賞メダル
The photo of the medal is 
copyrighted by the IMU.

現所員と名誉教授の受賞(他機関での受賞(＊印)も含む)および元所員の数理解析研究所における受賞(異動後間もない受賞(＊印)も含む)を掲載
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各事業種目の概要

５つの共同研究種目

訪問滞在型研究

R IMS 共同研究（グループ型）

R IMS 共同研究（公開型）

　数か月～1年の期間、特定の研究テーマを決め、その分
野の指導的研究者の中長期滞在を核として、下の5種類
の形態の共同研究を組み合わせて行う国際共同研究プ
ロジェクト。１か月以上滞在する「外国の研究機関に所属
する指導的研究者」を複数招へいすることを要件とする。
毎年複数の訪問滞在型研究を採択・実施する。実施年の
前々年4月中旬頃に募集（国際公募含む）し、申請者は数
人の組織委員会を構成して申請を行う。
　本研究計画では、将来の数学・数理科学分野をリード
し研究プロジェクトを牽引する研究者の育成を目的とし、
数学・数理科学の研究および研究代表者等と協力して
国際共同研究の企画・立案・運営に携わる若手研究者を
「RIMSプロジェクトフェロー」に推薦することができる。

訪問滞在型研究RIMS共同研究
（グループ型）

RIMS共同研究
（公開型）

RIMS
総合研究セミナー

RIMS
合宿型セミナー

RIMS長期研究員

公開形式、非公開形式のいずれでもよい。

A：�2名以上がグループを作り、数日～1週間程度、本研究
所において共同研究を行う。国際公募も行う。実施前
年9月頃に募集。

B：�2名～数名がグループを作り、1週間程度、本研究所に
おいて共同研究を行う。参加者に日本人（所属機関が
日本）と外国人（所属機関が外国）の両方含むことを
要件とする。国際公募も行う。通年で募集。

C：�外国人（所属機関が外国）のみの2名～数名がグルー
プを作り、数日～1週間程度、本研究所において共同
研究を行う。国際公募のみ。実施前年4月中旬頃に募
集。

　公開形式で実施する。
　研究集会形式の共同研究。講演プログラムはあらかじ
め関係機関に配布する。国際公募も行う。実施前年9月頃
に募集。

国 際 共 同 利 用 ・ 共 同 研 究 拠 点

数学・数理科学の国際共同研究拠点

　数理解析研究所は、1963年の設立時から数学・数理科学分野における「全国共同利用研究所」として、また2010年
からは「共同利用・共同研究拠点」として、広く国内外の関連分野の研究者に共同利用・共同研究の機会を提供すること
に努めており、1年間に約80件の拠点事業を実施し、800～1,000本の論文が発表されている。2018年11月には、新し
く、国内外の研究機関のハブとして国際共同研究を牽引し、我が国の研究力を強化することを目的として、「国際共同利
用・共同研究拠点」に認定された。従来の共同利用・共同研究拠点の機能を拡大・強化することにより、数学・数理科学
分野およびその関連分野の研究者に、国際的な共同研究活動を支えるための基盤を提供し、優れた研究成果に繋げるこ
とを目的としている。
　数理解析研究所では、5つの拠点事業種目（RIMS共同研究（グループ型）、RIMS共同研究（公開型）、RIMS合宿型
セミナー、RIMS総合研究セミナー、RIMS長期研究員）、およびそれらの種目を有力研究者の中長期滞在と組み合わせ
て行う「訪問滞在型研究」を用意し、国際共同研究および若手研究者育成を意識した枠組みを設けている。拠点事業は
種目により年1回、あるいは通年で研究計画を公募し、国内外から提案された計画は専門委員会、運営委員会で審査・採
択を経て実施される。緊急かつ重要な計画については特別計画として効率よく実施することも可能となっている。
　2021年度には、拠点事業種目の一部（RIMS共同研究（グループ型A・公開型））に「女性参画推進型」を新設するな
ど、男女共同参画・ダイバーシティへの取り組みをより一層推進している。
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訪問滞在型研究・プロジェクト研究題目一覧

年　度 題　目
1991(平成 3 )年度 「無限自由度の数学解析」
1992(平成 4 )年度 「非線型現象の解明と応用」
1993(平成 5 )年度 「モジュライ空間、ガロア表現及びＬ関数」
1994(平成 6 )年度 「代数的組合せ論の研究―他分野との関連性を主題として」
1995(平成 7 )年度 「ＢＲＳ対称性」
1996(平成 8 )年度 「高次元代数多様体」
1997(平成 9 )年度 「等質空間上の解析とLie群の表現」
1998(平成10)年度 「表現論における組合せ論的方法及び関連する組合せ論」
1999(平成11)年度 「弦理論にかかわる幾何学」
2000(平成12)年度 「反応拡散系：理論と応用」
2001(平成13)年度 「21世紀の低次元トポロジー」
2002(平成14)年度 「確率解析とその周辺」
2003(平成15)年度 「複素力学系」
2004(平成16)年度 「代数解析的方法による可積分系の研究」
2005(平成17)年度 「Navier-Stokes方程式の数理とその応用」
2006(平成18)年度 「数論的代数幾何学の研究」

「グレブナー基底の理論的有効性と実践的有効性」
2007(平成19)年度 「ミラー対称性と位相的場の理論」
2008(平成20)年度 「離散構造とアルゴリズム」

「On the Resolution of Singularities」
2009(平成21)年度 「数理ファイナンス」

「非線形分散型偏微分方程式の定性的研究」
2010(平成22)年度 「数論における諸関数とその確率論的側面」

「変形量子化と非可換幾何学の新展開へむけて」
2011(平成23)年度 「作用素環とその応用」

「極小モデルと端射線」
2012(平成24)年度 「離散幾何解析」

「高精度数値計算法の先端的応用」
2013(平成25)年度 「モジュライ理論」

「大規模流動現象の流体力学」
「力学系：理論と応用の新展開」

2014(平成26)年度 「数学と材料科学の新たな融合研究を目指して」
「幾何学的表現論の研究」

2015(平成27)年度 「確率解析」
「理論計算機科学の新展開」

2016(平成28)年度 「壁近傍乱流の流体力学」
「グレブナー基底の展望」
「微分幾何学と幾何解析」

2017(平成29)年度 「量子力学の数理解析およびその周辺の話題」
2018(平成30)年度 「頂点作用素代数と対称性」
2019(平成31)年度 「団代数」

「離散最適化とその周辺」
2020(令和 2 )年度 「宇宙際タイヒミューラー理論の拡がり」(2021年度に延期）

「微分幾何と可積分系－対称性と安定性･モジュライの数理－」
(2021年度に延期）

2021(令和 3 )年度 「Mathematical Biofluid Mechanics」
「作用素環論とその応用」
「宇宙際タイヒミューラー理論の拡がり」
「微分幾何と可積分系－対称性と安定性･モジュライの数理－」

2022(令和 4 )年度 「変分問題の深化と応用」
「特異点論特別月間」

2023(令和 5 )年度 「確率過程とその周辺」
2024(令和 6 )年度 「可積分系・数理物理学に関わる代数幾何学の発展」
2025(令和 7 )年度 「数理最適化における理論研究の新展開」
2026(令和 8 )年度 「HIGHER STRUCTURES IN GEOMETRY AND MATHEMATICAL PHYSICS」

「The Mathematical Roads to Quantum Field Theory」
※2018年度、国際共同利用・共同研究拠点認定に伴い「プロジェクト研究」は「訪問滞在型研究」に発展拡大した。

申請方法

　非公開形式で実施する。
　国内外から研究者が参集し、数理解析研究所以外の
会場で、寝食を共にして討論を行う形式の共同研究。当
該研究分野の飛躍的な発展や次世代リーダーの育成に
貢献することを目的とする。国際公募も行う。実施前年4
月中旬頃に募集。

　公開形式、非公開形式のいずれでもよい。
　特定の研究テーマについて、１人～数人の講師による総
合研究報告を行い、当該分野の研究状況と問題意識を共
有することを目的とする。研究者向けのチュートリアルセミ
ナー。国際公募も行う。実施前年4月中旬頃に募集。

　共同利用研究員として2週間以上、当研究所において
研究を行う。当研究所に近い地域の研究者との研究交流
も重要な目的である。国内公募のみ。実施前年9月頃に募
集。

　各事業種目の募集要項や様式は、「数理解析研究所　国際共同利用・共同研究拠点ウェブサイト」からダウンロードし
てください。
　応募はすべて電子申請となります。

＊公募情報ページ
https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/kyoten/ja/call_for_proposals.html

R IMS 合宿型セミナー

R IMS 総合研究セミナー

R IMS 長期研究員
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共同利用研究の実施状況

共同利用研究の広報・成果

※�2020-2021年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、多くのRIMS共同研究が中止や延期などを余儀なくされた。�
�RIMSでは、コロナ禍における研究者の交流を支援するため、2020年度から拠点事業のオンライン化に着手し、オンライン研究会や対面＋オンライン
のハイブリッド研究会実施のための環境づくりに努めた。
　�＊2020年度からオンライン参加を含めた参加者数

（注：開催日数を考慮した延べ参加者数はこのグラフの人数の約４倍である。）参加者数 共同利用研究件数

共
同
利
用
研
究
（
件
）

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
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0
2024年度 2025年度

6,737

4,086 4,067
4,444

3,951
3,555

3,874
4,130

2,940

5,543

　数理解析研究所で行われる国際共同利用・共同研究拠点事業のリストは、日本語および英語で数理解析研究所の
ウェブサイトやfacebookページ（https://www.facebook.com/RIMS.KyotoUniv）、海外の広報用ウェブサイトや、外
国の主要な数学会（AMS,EMS,LMS）発行の学会誌への公募ポスター掲載などを通じて、国際的に広報している。
　共同利用研究で得られた成果の多くは、論文としてまとめられ、数理解析研究所が発行する「数理解析研究所講究
録」および「RIMS Kôkyûroku Bessatsu」（刊行物の項を参照）に収録されるほか、内外の学術誌などに多数が採録・
掲載されている。

外国人訪問者数

国　名�
年　度 令和２年度

（2020）
令和３年度
（2021）

令和４年度
（2022）

令和５年度
（2023）

令和６年度
（2024）

令和７年度
（2025）

アメリカ合衆国 63 131 76 120 99 99
イギリス 16 85 31 79 35 53
イタリア 3 42 23 19 45 12
インド 3 15 14 15 25 12
オーストラリア 3 22 14 15 27 21
カナダ 12 26 13 23 8 33
韓　国 11 48 39 98 44 82
スウェーデン 1 7 8 2 10 5
中　国 42 123 97 113 139 133
デンマーク 0 8 0 0 5 3
ドイツ 11 81 35 63 43 55
フランス 12 60 37 52 65 53
ロシア 2 16 2 2 0 3
その他諸国 151 209 120 103 201 221
合　計（人） 330 873 509 704 746 785
※2019年版より計上数の根拠を変更した。（学生等を含めた）
※2020年度からオンライン参加者含む。

※�2020-2021年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、海外からの研究者の来訪がほぼ
不可能な状況となったことから、RIMS共同研究のオンライン開催、ハイブリッド開催により
海外の研究者が多くオンラインで参加された。

国際的共同研究拠点としてのRIMS

　本研究所は、数理解析の分野における我が国で最大の国際的共同研究拠点として、海外からの著名な研究者が数多
く来訪・滞在し、国内外の研究者が共同研究を行う世界的な共同研究拠点としての役割を果たしている。その活動は、ア
メリカ数学会会報（Notice of the AMS, 2004）に“RIMS, an Institute for Japan and the World（日本と世界のた
めの研究所）”と評されるなど、国際的に高い評価を得ている。

　具体的活動としては、外国の諸大学、諸研究機関の数理科学の研究者を京都大学客員教授ないし京都大学招へい外
国人学者、外国人共同研究者、あるいは短期滞在の外国人研究員として受け入れている。招へいする外国人研究者の滞
在期間は1週間から半年程度、受入形態もさまざまで、共同利用研究に訪れる外国人研究者を含めると、年間の受入者
数は300名以上にのぼる。また、外国人留学生の受入等も積極的に行っている。

　本研究所が特に力を注ぐ外国人研究者の招へい事業等は、外国人研究者が多数参加する国際シンポジウム（共同利
用研究計画として例年10回程度開催）などの共同利用研究との有機的な連繋によって、我が国の研究者との国際共同研
究による交流成果が期待できる。

　今後、国際共同利用・共同研究拠点として、国際共同研究を行う訪問滞在型研究の推進、拠点事業の国際公募の拡
大と共に、若手研究者の国際共同研究支援も特に力を注ぐ課題となっている。

※�2021年度以降、ポストコロナ時代の『新しい国際共同研究の在り方」の一つのモデル（国際拠点研究所がネットワークを作り、ハイプリッド型のオンライ
ン研究集会を合同で開催する）として、以下の国際オンラインハイブリッド型合同ワークショップを企画、実施している。
・ドイツのOberwolfach研究所と運携し、「Tandem-Workshop MFO and RIMS」
・オーストラリアのMATRIX研究所と連携し、「Tandem-Workshop MATRX and RIMS」
・イギリスのIsaac Newton研究所との合同セミナー（2022年度から試行）

（人）

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

445

328

511
584

509

704
746 785

330

873

外国人訪問者数の推移

国 際 交 流
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外国人客員教授・准教授

　1999年4月の大部門化改組により、3大研究部門にそれぞれ各1名の外国人客員教授ポストを設置し、海外から招いた
数理科学の各分野の研究者が順次着任、年間を通じて長期滞在し、国内研究者とともに国際共同研究を行っている。

氏名 （所属大学） 着任期間
BEHREND, Kai (University of British Columbia) 2026.4.1－2026.6.30
STIENON, Mathieu Philippe M. (Pennsylvania State University) 2026.4.1－2026.6.30
XU, Ping (Pennsylvania State University) 2026.4.1－2026.6.30
MURUGAN, Mathav Kishor (University of British Columbia) 2026.3.4－2026.6.5

※2026年度着任のみ。

　国際研究拠点の活動の一環として、数理科学分野における研究協力促進・発展のため、次のとおり学術交流協定を締
結している｡

交流機関名 国名 締結日
財団法人国際高等研究所 日本国 1997.4.1
Korea Institute for Advanced Study（KIAS） 大韓民国 2000.3.10
Department of Mathematical Sciences, Seoul National University（SNU） 大韓民国 2006.6.23
大阪公立大学数学研究所 日本国 2007.3.5
Pacific Institute for the Mathematical Sciences（PIMS） カナダ 2009.3.30
National Institute for Mathematical Sciences（NIMS） 大韓民国 2010.6.24
Hausdorff Center for Mathematics, University of Bonn（HCM） ドイツ 2011.2.14
東北大学原子分子材料科学高等研究機構 日本国 2012.11.1
The CAU Nonlinear PDE Center, Chung-Ang University 大韓民国 2013.6.4
National Center for Theoretical Sciences (NCTS) 台湾 2014.7.25
College of Science, University of Utah アメリカ合衆国 2016.10.13
Global Math Network （Hausdorff Center for Mathematics, 
University of Bonn／Départment Mathématiques et Applications, 
École Normale Spérieure／Courant Institute of Mathematical 
Sciences／New York University／Beijing International Center for 
Mathematical Research, Peking University）

2017.7.1

The Center for Geometry and Physics, Institute for Basic Science （IBS-CGP） 大韓民国 2017.8.1
University of Edinburgh 英国 2020.9.24

外国人特別招へい教授

　京都大学スーパーグローバル大学創成支援事業の一環として、フィールズ賞受賞者等の国際的評価の高い研究者を特
別招へい教授として雇用している。特別招へい教授は、本学の教員と共同で学生の研究指導を行うと共に、特別講義など
の形で広い範囲の学生の教育に従事する。

氏名 （所属大学） 招へい期間
CHEN, Zhenqing（University of Washington） 2019.3.20－2019.4.19
POPA, Sorin（University of California, Los Angels） 2019.3.27－2019.4.25
MATSUKI, Kenji（Purdue University） 2019.4.19－2019.5.10
FEIGIN, Boris（Landau Institute of Theoretical Physics） 2019.6.2－2019.8.30

※2019年度招へいのみ。

学 術 交 流 協 定

社 会 と の 連 携

数理科学と社会のつながり

　数理科学は諸科学の礎であり、様々な学術領域を介して人類の幸福に役立っている。また、数理科学は、しばしば長い
年月をかけて、正しい問題解決の方法を見出し、普遍的なかたちで深く発展させるという特質を持っている。純粋数学と
てその例外ではない。かつては「まったく応用がない」と考えられていた研究が、数十年後にビジネス等に大きな影響を与
えたこともある。このように、数理科学においては、特定の応用を意図することなく発展してきた分野から後に自然に応用
が育ってきた例が数多く見受けられる。

社会人の生涯学習及び研究成果の社会への還元

　数理解析研究所は、社会人生涯学習および研究成果の社会への還元につとめている。
　生涯学習については、毎年、本研究所主催で「数学入門公開講座」を行い、現代数学の最先端とその活用等について
紹介し、数学・数理科学の魅力を伝えている。所員による講義に加えて、近年では外部講師による講演も実施されてい
る。また、数学・数理科学の５研究拠点（明治大学先端数理科学インスティテュート、九州大学マス・フォア・インダスト
リ研究所、大阪公立大学数学研究所、統計数理研究所、京都大学数理解析研究所）が高校生や社会人を対象に合同で
「数学・数理科学５研究拠点合同市民講演会」を開催している。研究成果の社会への還元については、他の学術諸分野
や企業との連携研究を行うために数学連携センターを設置し、数学の社会への幅広い応用を目指している。さらに、産学
連携のワークショップ等も共催している。

瀬戸大橋のような大規模構造物はどのようにして
造られるか。

産　業

金融証券取引のいわゆるデリバティブ商品の開発
には、本研究所の伊藤清名誉教授による確率微分
方程式の理論が不可欠となっている。

経　済

大規模計算

微分方程式論

によるシミュレーション

数理ファイナンス
に基づくデリバティブ商品のモデル化

確率論
に基づく確率微分方程式を立てる

離散最適化
工場で各部品を製造

現場で橋に組み立て

完　成 デリバティブ商品の完成

設計・
デザイン

数理物理系

構造解析
（強度・耐震）

確率微分方程式

コンピュータによる大規模計算を行って

を解いて分析する
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大 学 院 教 育 ・ 学 位 授 与

　本研究所は、京都大学大学院理学研究科 数学・数理解析専攻 数理解析系に携わり、独創的な若い研究者の育成を
目指している。これに関連し、過去には21世紀COEプログラム「先端数学の国際拠点形成と次世代研究者育成」および
グローバルCOE事業「数学のトップリーダーの育成 - コア研究の深化と新領域の開拓」を行い、現在は、京都大学スー
パーグローバル大学創成支援事業の数学系ユニットとして、海外の一流の研究者による指導をはじめとする国際的な研
究環境を大学院学生に提供している。これらの事業は、いずれも、理学研究科 数学・数理解析専攻と数理解析研究所
が共同で運営している。

数理解析系の在籍者数は次のとおり。

数理解析系における京都大学博士（理学）の学位
授与者数（平成６年以降）は、次のとおり。

数理解析系に在籍する大学院学生の研究成果に対する最近の受賞状況は以下のとおり。

数理解析系の修了者の多くが、大学・企業などの研究者として活躍している。

2012.2	 鈴木　咲衣	 第4回京都大学優秀女性研究者賞（たちばな賞）　
2013.3	 石本　健太	 平成25年度 京都大学総長賞　
2014.9	 石本　健太	 2013年度日本流体力学賞（受賞時博士課程在籍中・山田教授と共同受賞）
2015.12	 石田　　和	 CANDAR2015グラフゴルフコンペティション "Deepest Improvement Award"
2018.9	 中島　秀太	 2018年度日本数学会賞建部賢弘賞奨励賞

在籍者数

学位授与

大学院生の受賞

大学院修了後の進路状況

年　度 修士課程 博士後期課程
2019 年度 21名 20名
2020 年度 21名 24名
2021 年度 24名 24名
2022 年度 24名 23名
2023 年度 23名 22名
2024 年度 19名 23名
2025 年度 19名 24名

いずれの年度も４月１日現在

課程博士 論文博士 計
167名 51名 218名

2026年４月１日現在

大学院修士課程後の進路
（1995～2025年度）

大学院博士課程後の進路
（1995～2025年度）その他　8 その他　7

企業・研究所
50

企業・研究所
40

ポスドク
81進学

146

その他学校　4 進学　3
公務員　5 研修員　2

外国研究機関　4

私大　6

国公立大　23

　数理解析研究所では、拠点事業各種目への女性研
究者の積極的な提案応募、研究会での講演、参加の増
加を図るべく、2022年度より、国際共同利用・共同研
究拠点の事業として「女性参画推進型」拠点事業を開
始した。
　2022年度にはRIMS共同研究（グループ型A）・
RIMS共同研究（公開型）の二種類の事業、2023年度
にはさらにRIMS共同研究（グループ型Ｂ）・RIMS共
同研究（グループ型C）・RIMS総合研究セミナーの三
種類の事業に「女性参画推進型」追加し、以下の条件
を満たした提案を「女性参画推進型」として委員会に
て審議し、採択を決定している。

１）研究代表者が女性であること
　（研究代表者が２名の場合は２名とも）。

２）主要講演者に女性が含まれること
　�（提案書にそのことがわかるような記述があること

があることが望ましい）。

３）�提案書に記載の参加予定者の1/3以上が女性であ
ることを推奨する。

　新設した「女性参画推進型」の共同研究への応募の
増加により、右記のグラフにもあるように2022年度か
ら女性の研究代表者数、参加者数の割合が若干ではあ
るが右肩上がりとなっていることから、今後も当該拠点
事業への応募が増加することを期待し、女性研究者の
活躍の場としてより一層支援していく。

女性の数 女性の割合

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

10%

8%

6%

4%

2%

0%

7% 7%

9% 9%

482

361

305 295300

200

100

500

400

600

0

参加者

493

7%

女性の数 女性の割合

2021年度 2022年度 2023年度

10%

8%

6%

4%

2%

0%0

研究代表者

7

3

8

2024年度

8

2025年度

7

3%

3

6%

8%

8

9

10%

6%

女性の数 女性の割合

2021年度 2022年度 2023年度

10%

8%

6%

4%

2%

0%

106
98100

50

150

0

講演者

2024年度

133

2025年度

114
118

8%

9%9%

10% 10%

男 女 共 同 参 画

「女性参画推進型」拠点事業

　「女性参画推進型」に限らず、RIMS拠点事業の参
加者への支援として、2022年度から男女を問わず保育
利用の希望に応え、安全対策を施して「臨時保育室」
を設置している。
　2023年度からは海外からの参加者の保育希望にも
対応できるよう体制を整え、国内外関係なく保育利用
を希望する参加者が安心して子供を預け、研究に専念
できる環境づくりに取り組んでいる。
　今後もRIMSでは、拠点事業に係る男女共同参画へ
の取り組みをより一層推進していく。

男女共同参画
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ダ イ バ ー シ テ ィ

バリアフリー対応

　本研究所では下記のようなバリアフリー対応をしている。

１．玄　関	 玄関へのアクセススロープ（写真１）
２．セミナー室	� 階段状のセミナー室にはスロープを設けている。（写真２,３） 

他のセミナー室はフラット。 
机椅子一体型の部屋には、可動式の机 椅子を用意。

３．エレベーター	� １基　入口幅 85cm（写真４）
４．お手洗い	� １Fに身障者用トイレ　扉の幅 95cm（写真５）
５．点　字	� 玄関の案内板　階段の手すり　エレベーター　お手洗いに点字表記。（写真６）

写真１

写真２ 写真３

写真４ 写真５ 写真６

図 書 室

　当図書室は、専門図書館として数学、応用数学、計算機科学、理論物理学分野の文献を幅広く収集し、専任所員や本
学の研究者のみならず、ひろく全国の研究者の利用に供している。更に、共同利用・共同研究拠点の図書室としての役割
も担っており、拠点事業の参加者にも活発に利用されている。また、電子リソースの充実に努めている。
　収集した資料は、３階の閲覧室と地下の書庫に配置され、京都大学蔵書検索KULINEにより所在を確認できる。ま
た、３階閲覧室に設置した端末からは、データベース、電子ジャーナル等にアクセスし、国内外の学術論文情報を検索・
利用することができる。

■図書室ホームページ
　https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~library/

洋図書 102,235冊
和図書 8,658冊

計110,893冊

洋雑誌 1,343種
和雑誌 97種

計1,440種
2026年4月1日現在

蔵書冊数
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公 開 講 座

研 究 所 経 費

刊 行 物

　｢数学入門公開講座」を1976年以来ほぼ毎年夏期に開催しており、多方面から選んだ数理科学の成果を題材として
3種類程度の演題を選定している。

　専任所員の研 究成果をはじめとして、数理 解 析に関連する重要な結果を欧 文で公 表する専門誌として、
「Publications of RIMS」を1965年以来毎年刊行している。刊行後5年経過した論文は、欧州数学会のホームページで
無料公開しており、2023年以降、一部については、Subscribe To Open（S2O）プログラムに基づいてオープンアクセス
出版している。また、科学技術振興機構のJ-STAGE、当研究所のホームページでも一部公開している。また、専任所員の
研究成果を印刷出版前に公表するための「RIMS Preprint（論文前刷）」を、年間7編程度、当研究所のホームページお
よび京都大学学術情報リポジトリKURENAIにて公開している。
　さらに、主として共同利用研究の際の講演等の記録として、年間50編程度「数理解析研究所講究録」を刊行している。
また、共同利用研究のうち、運営委員会が特に選定した集会等の記録である「RIMS Kôkyûroku Bessatsu」を刊行し
ている。著作権法上問題のない論文は、当研究所のホームページおよび当大学の学術情報リポジトリで公開している。
「RIMS Kôkyûroku Bessatsu」についても、2009年4月から順次、公開を開始した。

■欧州数学会
　https://ems.press/journals/prims

■独立行政法人科学技術振興機構の電子アーカイブサイト
　https://www.jstage.jst.go.jp/browse/kyotoms1969

■国立情報学研究所
　https://www.nii.ac.jp/sparc/partners/#7

■当研究所
　https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~prims/index.html
　https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/preprint/index.html
　https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~kyodo/kokyuroku/kokyuroku.html

■京都大学学術情報リポジトリ
　https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/24849

Publications of RIMS（年4号刊行） 61巻4号まで発行
RIMS Kôkyûroku Bessatsu 97号発行
数理解析研究所講究録 2,339号発行（2026年4月以降は電子版のみ）
RIMS Preprint 1991編発行（2013年8月以降は電子版のみ）

2026年4月1日現在

蔵書冊数

開催年度 回数 演題 受講者数
2017年度 第39回 ①素数定理とRiemannゼータ関数

②超準解析入門－超実数と無限大の数学－
③五重積公式のADE一般化－場の理論の視点から－

110

2018年度 第40回 ①代数幾何の源流を求めて
②シンプレクティック双対性入門
③「代数学入門」入門としての普遍代数学

108

2019年度 第41回 ①流体力学－まだこんなことが分からない
②組合せ最適化における双対性
③関数不等式とエネルギー集約

116

2020年度は社会情勢を考慮し、開催を中止

2021年度 第42回 ①計算量理論入門 －「複雑さ」をとらえる
②Frobenius写像の周辺
③代数曲面の自己正則写像

2022年度 第43回 ①フラクタル上のラプラシアン・熱方程式入門
②不変量で見るトポロジー
③日常を彩る流体力学：「ながれ」の数理モデル
　〈特別講演〉数理最適化による社会の課題解決

2023年度 第44回 ①ヒッチン方程式とその周辺
②二重指数関数型数値積分公式の理論と発展
③代数トポロジーと物理学
　〈特別講演〉人流データの複雑ネットワーク分析とその応用

2024年度 第45回 ①スペクトル不変量とその応用について
②体構造の復元を通した遠アーベル幾何学入門
③シンプレクティック特異点と代数幾何
　〈特別講演〉C*環を用いたデータ解析

2025年度 第46回 ①数え上げ幾何学と導来代数幾何学
②流体力学と数理科学諸分野との関わり
③アフィン量子群の表現論入門
　〈特別講演〉Webサービスを支える数学

現地15名
オンライン160名

現地31名
オンライン142名

現地66名
オンライン151名

現地55名
オンライン146名

現地73名
オンライン151名

単位:千円

項目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
運営費交付金

（内訳）人件費
物件費

676,346 760,357 744,090 761,510 780,167 836,604
395,404 442,952 432,922 454,000 466,019 498,306
280,942 317,405 311,168 307,510 314,148 338,298

科学研究費補助金 103,276 190,803 156,781 147,847 181,924 127,213
受託研究・受託事業 19,844 29,126 15,153 7,800 9,100 1,170
共同研究 13,580 18,621 18,621 19,920 19,920 16,749
寄附金 6,017 11,933 11,369 4,038 17,123 1,024
合　計 819,063 1,010,840 946,014 941,115 1,008,234 982,760

※外部資金は、間接経費を含む。
　科学研究費補助金・寄附金は、受入額である。
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沿 　 革 歴 代 所 長

昭和33（1958）年４月 日本学術会議第26回総会において､「数理科学研究所の設立」を決議

昭和３８（1963）年４月 ｢数理解析に関する総合研究｣を目的とする全国共同利用研究所として京都大学に数理解
析研究所附置設立､初年度2研究部門（基礎数学第一研究部門、作用素論研究部門）設置

昭和３９（1964）年４月 2研究部門（基礎数学第二研究部門、応用解析第一研究部門）設置

昭和４０（1965）年４月 2研究部門（非線型問題研究部門、応用解析第二研究部門）設置

昭和４１（1966）年４月 2研究部門（近似理論研究部門、数値解析研究部門）設置

昭和４２（1967）年４月 1研究部門（計算機構研究部門）設置、9研究部門完成

昭和４６（1971）年４月 附属数理応用プログラミング施設設置

昭和５０（1975）年４月 京都大学大学院理学研究科に「数理解析専攻」（独立専攻）設置

昭和53（1978）年４月 大域解析学研究部門設置

昭和55（1980）年４月 数理解析研究部門（外国人客員）設置

昭和59（1984）年４月 代数解析研究部門設置（時限10年）

平成元（1989）年５月 数理物理学研究部門設置（時限10年）

平成４（1992）年４月 代数多様体論研究部門設置（時限10年）

平成６（1994）年４月 京都大学大学院理学研究科の改組により｢数学･数理解析専攻｣設置、｢数理解析専攻｣（独
立専攻）は｢数理解析系｣となる

平成６（1994）年６月 代数解析学研究部門設置（時限10年）（代数解析研究部門の廃止･転換）

平成７（1995）年４月 応用数理研究部門（外国人客員）設置（時限10年）

平成１１（1999）年４月 改組により3大研究部門（基礎数理研究部門、無限解析研究部門、応用数理研究部門） 
1附属施設（附属数理応用プログラミング施設）となる

平成１６（2004）年４月 附属数理応用プログラミング施設は附属計算機構研究施設として整備

平成１８（2006）年４月 数理解析先端研究センター設置（所内措置）

平成１９（2007）年10月 伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理解析寄附研究部門設置（3年間）

平成２２（2010）年４月 数学・数理科学の先端的共同利用・共同研究拠点として認定（6年間）

平成２４（2012）年４月 量子幾何学研究センター設置（所内措置）数理解析先端研究センターを数理解析研究交
流センターに名称変更

平成２５（2013）年５月 数学連携センター設置（所内措置）

平成２８（2016）年４月 数学・数理科学の先端的共同利用・共同研究拠点として認定更新（6年間）

平成２９（2017）年12月 次世代幾何学研究準備センター設置（所内措置）

平成３０（2018）年11月 「数学・数理科学の国際共同研究拠点」として国際共同利用・共同研究拠点に認定
（2021年度末まで）

平成３１（2019）年４月 次世代幾何学研究準備センターを廃止、次世代幾何学研究センター設置（所内措置）

令和２（2020）年４月 量子幾何学研究センターを廃止

令和４（2022）年４月 次世代幾何学国際センターを設置（所内措置）

令和４（2022）年５月 次世代幾何学研究センターを廃止

初　代 福原 満洲雄 昭和 38.5.1（1963） 昭和 44.3.31（1969）

第２代 吉田 　耕作 44.4.1（1969） 47.3.31（1972）

第３代 吉澤 　尚明 47.4.1（1972） 51.3.31（1976）

第４代 伊藤 　　清 51.4.1（1976） 54.4.1（1979）

第５代 島田 　信夫 54.4.2（1979） 58.4.1（1983）

第６代 廣中 　平祏 58.4.2（1983） 60.1.30（1985）

第７代 島田 　信夫 60.1.31（1985） 62.1.30（1987）

第８代 佐藤 　幹夫 62.1.31（1987） 平成 3.1.30（1991）

第９代 高須　　 達 平成 3.1.31（1991） 5.1.30（1993）

第１０代 荒木 不二洋 5.1.31（1993） 8.3.31（1996）

第１１代 齋藤 　恭司 8.4.1（1996） 10.3.31（1998）

第１２代 森　 　正武 10.4.1（1998） 13.3.31（2001）

第１３代 柏原 　正樹 13.4.1（2001） 15.3.31（2003）

第１４代 髙橋 陽一郎 15.4.1（2003） 19.3.31（2007）

第１５代 柏原 　正樹 19.4.1（2007） 21.3.31（2009）

第１６代 藤重　　 悟 21.4.1（2009） 23.3.31（2011）

第１７代 森　　 重文 23.4.1（2011） 26.3.31（2014）

第１８代 向井　　 茂 26.4.1（2014） 29.3.31（2017）

第１９代 山田　 道夫 29.4.1（2017） 令和 2.3.31（2020）

第２０代 熊谷　　 隆 令和 2.4.1（2020） 4.3.31（2022）

第２１代 小野　　 薫 4.4.1（2022） 6.3.31（2024）

第２２代 大木谷 耕司 6.4.1（2024） 8.3.31（2026）

第２3代 並河　 良典 8.4.1（2026）

2726

R e s e a r c h  I n s t i t u t e  f o r  M a t h e m a t i c a l  S c i e n c e s ,  K y o t o  U n i v e r s i t y R e s e a r c h  I n s t i t u t e  f o r  M a t h e m a t i c a l  S c i e n c e s ,  K y o t o  U n i v e r s i t y



東アジア人文情報学研究セン

人文科学研究所 本館
数理解析研究所別館 
総合研究4号館3階の一部
総合研究2号館4階の一部
総合研究15号館2階
北部総合教育研究棟2階、3階の一部

ター
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北 部 構 内 建 物 配 置 図

（hoopバスのみ京都大学前）

（四条河原町・銀閣寺行き）

（銀閣寺・錦林車庫行き）

（銀閣寺・錦林車庫行き）

（銀閣寺・錦林車庫行き）

阪
急
京
都
河
原
町

阪急･京都河原町駅

JR京都駅八条口 hoopバス

7

7
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情報（写真）提供：本州四国連絡橋公団より「明石海峡大橋」




